
 

 

 

 

１ 穂波東校開校３年目を迎え 

本年度、穂波東校は開校３年目を迎えます。本だよりも発行第２８号を迎えます。 

開校時に発行した「本だより第１号」を改めて読み直すと、次のような一文を書いていました。 
 

 

・・・新しい学校ができるというのは、数十年に一度あるかないかの大きな出来事であり、そのような歴史的な場面に同

じ学校にいる先生方や子どもたちとは運命的なものを感じます。小学部・中学部合わせて、70 名を超える職員と、900

名を超える児童生徒とともに、穂波東校の新しい歴史を創り上げていくことになるわけですが、開校から約３年間で創り

上げた姿が、その後、何十年と続く、穂波東校の基礎となり、土台となっていくことを考えると、私たちの使命、役割は大き

なものがあると感じます。・・・  

平成30 年4 月18 日 

 

 その節目となる年度が、新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休校から始まりました。正に青天の霹靂
へ きれ き

です。

刻々と変わる事態、次々と出される通知の中で、新たな対応を積み重ねる日々が続いています。 

 
 

穂波東校：これまでの新型コロナウイルス感染拡大に伴う対応（一例） 
 

○ 家庭訪問による「児童生徒の健康状態等の把握」「課題の配布」「家庭学習の状況の確認」。 

○ 臨時休校に係る各家庭や児童生徒への各種お知らせ（今日まで延べ 60 件以上の「すぐメール」を配信）。 

○ 臨時休業中の家庭学習課題の作成。  ○ 規模を縮小した中での卒業式、入学式の実施。  

○ 児童クラブへの支援。   ○ 臨時休校下での受験指導。  ○ 臨時出校日の実施。 

○ 出勤と在宅勤務に二分した業務の実施。   ○ 分散登校に向けた準備。 

○ 新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた通常勤務・家庭訪問・消毒作業における実施要項の策定と周知。 

 

 このような目まぐるしい日々においても、この穂波東校の小学部と中学部は伴に力を合わせ、知恵を出し合い、

同一歩調、一枚岩の取組を粛々と積み上げることができています。これも先生方一人一人が、小中一貫校の職

員としての自覚と使命感を持って取り組んでおられるお陰と、深く感謝しております。 

今回のような非常事態の中で、これまでに創り上げてきた小中一貫校穂波東校の底力に改めて気づくことが

できました。 

 

 

２ 新しい生活様式（その１） 

 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、社会の有り様は急速に変化しています。 

 その一つに「新しい生活様式」への変化があります。日常生活の中で「３密を避ける」「こまめに手

洗い・手指消毒を行う」「咳エチケットを徹底する」「身体的距離を確保する」「毎朝の体温測定、健康

チェックの実施し、風邪等の症状がある場合は自宅で療養する」等の生活様式を取り入れることが強く

求められています。先生方は既にこの「新しい生活様式」の実践に取り組まれている事と思います。 

 そして、来週から始まる分散登校の中で先生方は、児童生徒に対し、「新しい生活様式」の定着に向

けた教育実践に取り組んでいかれます。 

職員用：穂波東校小中一貫教育だより 
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 「新しい生活様式」を定着させる事は、新型コロナウイルス感染防止に加え、未来ある子どもたちに

は深い意義があると考えます。先生方から「新しい生活様式」に係る指導を受けた子どもが、将来、再

び今回のような「新たなウイルスとの戦い」に直面した場合、どうなると思いますか。私は、今回指導

を受けたことが土台となり、現在の私たち以上に適切な判断と行動をとることができる大人になってい

ると思います。先生方には、今回の指導を通して、子どもたちにそのような力を養っていただきたいと

願います。 

 

３ 新しい生活様式（その２） 

新型コロナウイルス感染拡大に伴う社会変化は他にもあります。 

その一つがテレワークです。先日、中学部ではテレワークによる「経営部と学年主任の会議」を実施

しました。分散登校に向けた会議を約１時間行いました。互いに顔を見ながら会議をするだけはなく、

画面を切り替えると、提案文書を提示することもでき、普段通りの会議を行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他には、小学部・中学部ともに、動画配信を活用した教育活動を実施しました。この取組では、

次のような点を留意しました。 

 

動画配信の際の留意事項 

○ 動画配信では、家庭でのインターネット環境の有無により児童生徒間で差が生じないように、「あくまでも配布した

プリントの補足説明に留める。」等の配慮を行う。 

○ 家庭に動画が見られるインターネット環境が無い児童生徒は、分散登校等において、図書室のパソコン（７台）で

見ることができる環境を整える。（図書室のパソコンのデスクトップ上に動画をはりつける。） 

○ 動画は学校 HP に掲載するのではなく、「すぐメール」にて児童生徒に直接配信する。（直接、動画をアップしたアド

レスを配信する。） 

○ 曲を入れたり、図やイラストを提示したりする際は、フリーの物を使い、著作権侵害にならないよう注意する。 

 

配信された動画（一例） 

 
        家庭学習の課題の補足説明           ストレッチの紹介・説明     担任からメッセージ 

 

動画の再生回数は意外と多く、在籍児童生徒数以上（学年によっては２倍以上）の再生回数がありました。 

新型コロナウイルス感染拡大は、強い力をもって社会を大きく変化させています。負の部分も沢山あ

りますが、チャレンジ精神をもって臨めば、未来志向の新たな価値を見い出すこともできます。 

これからも先生方のお力をいただきながら、穂波東校として一歩一歩前に進みたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 
双方向通信による会議 

 
画面上に提案文書を提示 


